
７本の柱、１７の技術政策課題 

１．持続可能な社会を支える美しい国土の形成 

（１）国土形成史等を踏まえた今後の国土マネジメント 

（２）地球環境への負荷の軽減 

（３）住宅・社会資本のストックマネジメント 

（４）美しく良好な環境の保全と創造 

 

２．安全で安心な国土づくり 

（５）災害に対して安全な国土 

（６）安心して暮らせる生活環境 

 

３．生活コストが安く、豊かでゆとりのある暮らしの実現 

（７）快適で潤いのある生活環境の形成 

（８）住民参加型の地域マネジメント 

（９）生活コストの安い暮らし 

（10）豊かでゆとりのある住宅等の市場基盤の整備 

 

４．活力ある社会、個性ある地域の創造 

（11）人の交流の円滑化と物流の効率化 

（12）都市・地域の活力の再生 

 

５．住宅・社会資本整備マネジメント手法の向上 

（13）技術基準・契約方式等の高度化 

（14）政策及び事業評価手法の高度化 

 

６．高度情報化社会に対応した国土づくり 

（15）安心・安全で活力ある社会の構築のためのＩＴの活用 

 

７．国際社会への対応と貢献 

（16）国際貢献の推進 

（17）国際基準への戦略的対応 


